
数学科（高大一貫コース夏期実験講座） 学習指導案

実施者 静岡理工科大学 理工学部 講 師 幸 谷 智 紀

千葉県立八街高等学校 教 諭 角 谷 悟

アシスタント ㈲わいにじ 竹 口 友 大

静岡理工科大学 朝比奈 卓 治

１ 実施日時 平成１８年８月２４日（木） 13:00～15:00（２時限分）

平成１８年８月２５日（金） 9:00～16:00（６時限分）

２ 受講生徒 静岡北高等学校・星陵高等学校（静岡理工科大学付属）

普通科（高大一貫コース） ２年・３年 １２名（男子１２名）

（概況） 付属高校の高大一貫コースの在籍者で、ほぼ全員が将来静岡理工科

大学に入学する生徒である。静岡理工科大学は理工学部のみを設置し

ている大学なので、理科系志望と考えてよいと思われる。

複数の学校の生徒がいるため、数学に対する興味や学力面の差はあ

ると思われる。また情報機器（コンピュータ）の知識や操作について

はごく平均的で、取り立てて進んでいる生徒はいないと思われる。

３ 教室・機材 静岡理工科大学 第４４３実験室

コンピュータ：デスクトップパソコン（１名１台）

CPU：PentiumⅣ（2.8Ghz）

ＯＳ ：Microsoft WindowsXP Professional(SPⅡ)

ソフトウエア：Sciface社 MuPAD ver2.5.2 Light(無料使用可)

OpenOffice ver2.0(フリーウエア)

４ 使用教材 ＭｕＰＡＤ Ｄｒｉｌｌ Ver0.2

ﾌﾟﾘﾝﾄ(木戸睦彦著「線形計画法」培風館(現代数学ﾚｸﾁｬｰｼﾘｰｽﾞ)を抜粋）

５ 指導目標

１ 大学で使用することになる数式処理ソフトウエアを体験する。

２ コンピュータに計算させることの意義と限界を知り、高校での日常の学習の重要

性を再認識させる。

３ レポートの提出を通じて、実験結果の報告書の書き方や重要性を理解する。

６ 指導計画（計８時間）

１ 講座の目標と概要，基本的な機器の操作方法 ０．５時間

２ 数の計算，素因数分解（レポート１、２） １．５時間

３ 式の扱い方，整式の乗法，因数分解（レポート３） １時間

４ 整式の除法（レポート４） １時間

５ 方程式の解法（レポート５） １時間

６ 不等式の解法（レポート６） １時間

７ グラフの書き方・連立方程式（レポート７） １時間

８ 総合問題・発展問題（レポート８・他） １時間



７ 各時の指導案

＜８月２４日 第１時限＞ １３：００～１３：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ コンピュータやソフトウエアの操作方法について知る。

・ 数の計算における、数式処理ソフトの利点を学ぶ。

② 評価のポイント ・ コンピュータの操作が確実にできているかどうか。

・ 手計算や電卓などでは扱いきれない計算を瞬時に行え、

また、いろいろな形で表現できることが理解できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 講師・生徒の自己紹介 ・出欠の確認を兼ねる。

・ 実験室の機器の説明 ・ＴＡが担当。操作上の注意事項

(５分) を徹底させる。

展開① ・ パソコンの起動と終了について ・ＴＡが担当。特に終了時の注意

を確認する。

・ MuPAD Drillを配布

・ ＭｕＰＡＤの起動方法 ・画面上が英語表示なので、とま

どわせないように留意する。

・ライセンス登録を各自で実施。

・ Open officeを起動し、学校名と ・１ページ目に記入すればその後

氏名を入力する 記入しなくてよいと伝える

・ 講座の目的と目標について ・「５指導目標」について大学で

(15分) の学習内容を絡めて説明する。

展開② レポート１

・ レポートの作成方法について説明 ・レポートはメモではなく、報告

書であることに注意させる。

・ 整数の計算について説明 ・演算子は表計算などとほとんど

変わらないことを知らせる。

・ 問題１(1)～(3)を行う。 ・机間巡視を行い、MuPADの出力

結果をカット＆ペーストできて

いるかどうか確認をする。

・ 分数表示・商と余り・小数表示 ・目的に応じて、解を様々な形で

ついて例題を示す。 表現できることを伝える。

・ 問題１(4)(5)を行う。 ・机間巡視を行い、解を３つの方

法で表現できているかどうか、

(28分) 確認する。

まとめ ・ まとめと次時間の予告 ・次時にレポート１を回収するの

で、演算結果を残しておくよう

(２分) に指示する。



＜８月２４日 第２時限＞ １４：００～１４：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ コマンドの利用により、四則以外にも多くの計算がコンピ

ュータによってでき、それが活用されていることを知る。

② 評価のポイント ・ fact や ifactor などのコマンドを利用して演算させるこ

とができたか。

・ 単に四則計算だけでなく、多くの場面にコンピュータに

よる計算が利用されていることを理解できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 四則演算以外の数の計算について ・√ｎ，ｎ！，nＣr ，sinθ，

紹介する log aｂなどを取り上げる。

・２年生には未知の項目があるこ

(３分) とに配慮する。

展開① レポート１

・ 問題２の例題について解説する ・無理数の演算結果が1/2乗の形

で表示されるので、指数表示に

ついて既知ではない生徒に配慮

して、丁寧に説明する。

・ レポートの提出方法について説明 ・印刷方法と手書きの解答の記入

の仕方について説明をする。

・特に手書きの部分の重要性につ

いて念を押して説明する。

・ 問題２(1)～(4)を行う。 ・机間巡視を行い、指示通りに行

完成後印刷し、手書きの答を記入 えているか確認する。

し、提出する。 ・時間がある場合には、総合問題

(22分) の１をやるように指示する。

展開② レポート２

・ 素因数分解と最小公倍数(LCM)・最 ・暗号理論などを例に、実生活で

大公約数(GCD)について説明する。 も頻繁に使われている計算であ

ることを伝える。

・ 問題１の例を説明する。 ・出力結果の意味を理解させる。

・ 問題１(1)～(3)を行う。 ・机間巡視を行い、指示通りに行

完成後印刷し、手書きの答を記入 えているか確認する。

し、提出する。 ・時間がある場合には、総合問題

(22分) の１をやるように指示する。・

まとめ ・ コンピュータの終了 ・確実にログオフし、開始時の状

態に戻しているか確認する。

・ 次時間の予告 ・次回は式の計算を中心に行うこ

(２分) とを伝える。



＜８月２５日 第１時限＞ ９：００～９：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 数式処理ソフトが式を代数的に処理できることを通じて、

コンピュータの利用の有効性を理解するとともに、一方で

人為的なミスの危険性を知る。

② 評価のポイント ・ 式の入力方法を理解し、式の展開や因数分解といった計算

を実行することができたか。

・ 入力時にミスが多発することを前提にし、ミスが無いか

確認をすることができたか。また、間違いを把握し、適切

に修正することができたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 出欠の確認 ・ＴＡが担当

・ コンピューターの立ち上げ

・ １日目のレポートの講評 ・提出レポートをもとに、レポー

ト作成の重要性と注意事項を再

(８分) 確認させる。

展 開 レポート３

・ 数式処理ソフトにおける「式」の ・数式処理ソフトの大きな特徴で

入力方法について説明 ある代数的数式処理について、

電卓などと比較させつつその有

用性を理解させる。

・２ｘを 2*x と入力することな

ど、通常の数学表記との違いに

注意させる。あわせて、ヒュー

マンエラーによるリスクについ

ても説明する。

・ 問題１の例を説明する。 ・式を扱う場合は、コマンドを与

（式の展開，代入計算） えることで処理を行うことを理

・ 問題１(1)～(3)を行う。 解させる。

・ 問題２の例を説明する。 ・入力の省力化の方法と意義を知

(式に名前をつける，因数分解) ることで、コンピュータを利用

・ 問題２(1)～(3)を行う。 することの利便性を伝える。

完成後印刷し、手書きの答を記入 ・時間がある場合には、総合問題

し、提出する。 の３，４をやるように指示する。

なお、式における最小公倍数，

を最大公約数については未知の

(40分) 項目であることに注意する。

まとめ ・ まとめと次時間の予告 ・休憩時間中に総合問題などに、

(２分) 取り組んでもかまわない。



＜８月２５日 第２時限＞ １０：００～１０：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 式の除法において商や余りを求める方法を知り、その結果

から除法の原理を確認させる。コンピュータを利用して具体

的な問題に取り組むことにより、既習事項についても再確認

ができることを知る。

② 評価のポイント ・ divide を利用して式の割り算を計算し、商と余りを求め

られてたか。

・ 式の割り算の出力結果を利用して、除法の原理を再確認

できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 式の割り算について確認 ・筆算による計算方法を示し、計

(５分) 算方法を復習する。

展 開 レポート４

・ 数式処理ソフトにおける式の割り ・商と余りは別々に計算せねばな

算の演算方法について説明 らないことに注意させる。

・ 問題１の前半（式の割り算）につ ・どの文字に注目して割り算をし

いて説明 ているかを指示することが大切

なことを伝える。

・ 除法の原理について説明 ・まず、ホワイトボード上で理論

・ 問題１の後半（除法の原理の確認） 面の説明をした後、画面上で実

について説明 演する。

・ 問題１(1)～(3)を行う。 ・実習の段取りについて、指示を

徹底させる。

完成後印刷し、手書きの答を記入 ・レポート作成の際に、２つの内

し、提出する。 容（割り算の実行と除法の原理

の確認）を混同しないように注

意させる。

・除法の原理がわかりにくい受講

生については、机間巡視をして

丁寧に解説する。その際に、割

り算の実行で実習を終わらせな

いように、十分に配慮する。

・時間がある場合には、様子を見

て総合問題の４に取り組ませて

(43分) もよい。

まとめ ・ まとめと次時間の予告 ・休憩時間中も総合問題などに、

(２分) 取り組んでもかまわない。



＜８月２５日 第３時限＞ １１：００～１１：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 方程式の解法について、高次方程式を解くことを学ぶ。

代数的な解法と比較することでコンピュータを利用するこ

とのよさを知るとともに、その利用価値の高さを理解する。

② 評価のポイント ・ 数式処理ソフトで方程式の解を求めることができ、出力さ

れた解を、通常使用する数式で解釈することができたか。

・ ４次以上の方程式でも容易に解を求められることから、コ

ンピュータを利用することのよさを理解できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 方程式の解の意味について

・ 方程式の代数的解法について ・１次方程式から高次方程式まで

レポート５の問題をいくつか利

(10分) 用して、代数的解法を示す。

展 開 レポート５

・ 数式処理ソフトにおける方程式の ・１変数の方程式のみを扱うが、

解を求める方法を説明 複数の変数がある場合について

も扱えることを伝える。

・ 問題１の例を説明する。 ・出力上、方程式の解は集合の形

で表されることになるが、その

理由には深入りしないこと。

・ 問題１(1)～(5)を行う。 ・解を手書きする際に、「ｘ＝」

完成後印刷し、手書きの答を記入 を忘れずに書き込むことに注意

し、提出する。 させる

・解に無理数を含むような場合も

あるので、手書きをさせる際に

√を使うように注意させる

・時間がある場合には、総合問題

の５をやるように指示する。

・ 問題２の例を説明する。 ・方程式の応用例として、演示の

（未知の係数を含む割り算が割り みを行う。

切れるとき、未知数を求める） ・余裕がある受講生には総合問題

の４に同じタイプの問題がある

(38分) ので、取り組ませてもよい

まとめ ・ コンピュータの終了 ・確実にログオフし、開始時の状

態に戻しているか確認する。

(２分) ・ 次時間の開始時間と内容の予告



＜８月２５日 第４時限＞ １３：００～１３：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 不等式の解法を学ぶ。ＭｕＰＡＤ Ｌｉｇｈｔでは、解の

表示が非常に特殊なため、高等学校で学んだ知識を利用し

て意味を解釈し、日常の表現で解を表わせるようにする。

この不便さを通じ、日常の学習の大切さを理解する。

② 評価のポイント ・ 数式処理ソフトで不等式の解を求めることができ、出力さ

れた解を、通常使用する数式で解釈することができたか。

・ コンピュータは使用者の立場にいつでも立つわけでなく、

使用者の日頃の知識を利用して考えて行かなくてはならな

いことを実感できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 出欠の確認 ・ＴＡが担当

・ コンピューターの立ち上げ

・ 不等式の代数的解法について ・レポート６の問題をいくつか利

(８分) 用して、代数的解法を示す。

展 開 レポート６

・ 数式処理ソフトにおける不等式の ・この講座では≧は大学で使用す

解を求める方法を説明 る で表し、入力するときは

「>=」とすることを伝える。

・ 問題１の例を説明する。 ・ｘ＞9/2 と表現されるところが

]9/2,infinity[ と表示される。

コンピュータを扱う際はソフト

固有の不可解な表現が出現する

ことがよくあることを伝える。

・「区間」の考え方を用いて解が

表現されるので、数直線を利用

して、解を考えさせる。

・ 問題１(1)～(3)を行う。 ・机間巡視を行い、特に解の表現

にとまどう場合には個別に丁寧

に説明する。

・ 問題２の例を説明する。 ・既習事項である２次不等式の知

識を利用し、解の意味を考えさ

せる。

・ 問題２(1)・(2)を行う。 ・時間がある場合には、総合問題

完成後印刷し、手書きの答を記入 の６をやるように指示する。

(40分) し、提出する。

まとめ ・次時間の予告 ・休憩時間中も総合問題などに、

(２分) 取り組んでもかまわない。



＜８月２５日 第５時限＞ １４：００～１４：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 連立方程式の解法を学ぶ。

・ 数式処理ソフトの描画機能を学習し、数学の問題を視覚的

にとらえるときにもコンピュータが有効であることを体験

させる。

② 評価のポイント ・ 数式処理ソフトで連立方程式の解を求めるられたか。

・ plotfunc を利用して、関数のグラフを表示させることが

できたか。

・ 出力されたグラフの意味を考えようとする、積極的な意欲

がみられたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 連立方程式の不等式の代数的解法 ・レポート７の例を利用し、代数

と図形的な意味について 的解法を示し、解が２直線の交

(８分) 点を意味することを確認する。

展 開 レポート７

・ 数式処理ソフトにおける連立方程 ・既習であるsolveを利用するだ

式の解を求める方法を説明 けなので、ここにはあまり時間

・ 問題１の例を説明する。 をかけない。

・ ＭｕＰＡＤにおける関数のグラフ ・plotfunc2dを使用したグラフの

のかき方を説明 かき方を説明。

・グラフの表示範囲を工夫する必

要性を実感させ、適当な範囲の

グラフを表示できるように指導

する。

・ 問題１(1)～(3)を行う。 ・グラフのopen officeへの貼り

完成後印刷し、手書きの答を記入 付けに苦労することが考えられ

し、提出する。 るので、机間巡視で個別に指導

を行う。

・レポートで求められていること

を再度確認し、２直線の交点の

座標または値を記入させること

を徹底する。

・時間がある場合には、総合問題

(40分) の７をやるように指示する。

まとめ ・次時間の予告 ・休憩時間中も総合問題などに、

(２分) 取り組んでもかまわない。



＜８月２５日 第６時限＞ １５：００～１５：５０（５０分）

① 本時の指導目標 ・ 講座のまとめとして、大学で学ぶ数値解析のテーマである

「線形計画法」を取り上げて大学の学習の一端を体験させる。

・ 現代科学の諸問題を考える際に、コンピュータの利用は不

可欠であるが、基礎的な数学的な考え方や計算方法を知らな

ければ困難が生じることを理解させ、今後の高校での学習の

動機付けとする。

② 評価のポイント ・ 実際の世界の諸問題に数式処理ソフトが有用であることを

知ることができたか。

・ 複雑な問題に対し、問題を分析し、積極的に数式処理ソフ

トを利用し、問題に取り組もうと努力し、解を与えることが

できたか。

③ 本時の指導計画

学 習 活 動 指導上の留意点

導 入 ・ 線形計画法の考え方について ・別紙の資料により線形計画法の

概要を説明する。

内容を完全に理解することでは

なく、大学の授業の雰囲気を味

(15分) 合わせる程度で十分である。

展 開 レポート８

・ 問題の概要を説明した後、線形計 ・この時間は実演していることを

画法の問題を数式処理ソフトの様々 受講生も並行して入力させる。

なコマンドを利用して、その解法を ・連立不等式の領域については、

示す。 あくまでイメージでとらえさせ

ればよい。

・複数の連立方程式を解くことに

なるため、画面上のグラフを見

ながら、どの点の座標を求めて

いるのかを意識させる。

・最終的に求めた解が図形的にど

のような意味を持つのかを考え

させる。

・時間がある場合には、総合問題

(25分) の８をやるように指示する。

まとめ ・ 発展問題について ・より高度な計算も数式処理ソフ

トで扱えることを示す。

・ コンピュータの終了 ・確実にシャットダウンしている

(10分) かどうか確認する。


